
六月に於ける観測報告者は下記の如し．

観測者

小嶺孝二郎

寺垣｛艶一

田中鐵馬

武重嚢仙
佐藤来茂
小林　保

略符

恥
驚
猟
鵬
駄
勘

観測　地

和歌山縣金屋
同　　　　　上

口岡縣箱崎
長　　野　　市

島根縣濱田
長野縣柏原

時間数

815tn
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0
0
0
）

観測者

原田参太郎

山崎幸夫
渡邊慶一郎

宮原八重子

柴田淑次

略符

嵐
ぬ
同
一
舗

観測　地

大　分　市
大阪府龍華
大　　津　　市

長　　野　　市

京都天文ii蓬

283爾

時間藪

3‘d’5in

210

BO

個藪

8
6
2
0
9
1

1
1

　　総観測回数　　3595分　　総観測個撒

観測されたる流星を各口別に記せば，

　　日付

観測者

1〈o

Ta
’1“s

Ym
Ila

共他

計

六 月

、23456786ヒi6m2、3、4エ5、6　］7　］8　19　2。2、22232L2526272§293。
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　其他の欄に於けるa及び。は（Mi），　bは（Wt），　dの中6個は（Te），他の2個は。．1〈：b），　eは（Sa），　fは（Sb）

の観測である．
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1．六月中に．e測されたる0等以上の流星は下に集録する．

No．
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2
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V
1
7
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〃
1
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出現時刻

oh　lom

O　31

1　48
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2　or　l
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20　28

22　42

確度
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30 内払部流星課六月報告　（小売孝二郎）

　2．流星群の出現II）ll一況

　A．上旬のアンドロメダv流星群

　武重氏及び原田氏に依って5日→9日に，アンドロメダ・星附近に輻射

鮎を有する流星群が観測された．著しいものではないが要鮎を記さう．

　工　出現の歌況

日　付

巳
り
7
8
9

襯測時間

1n　45m一÷3b　45m

2　45　．3　50r

l　30　一3　35

1　40一，b　2　oro

槻測者

（Ts）

（｝la）

（ii）

（11）

魏測
個数

71

P
O
　
ρ
0
　
3

ソ＿Andro－

medes
同左一時
　　　　　備畜亭判

考

2．50

0．86

0．96

1．71

快1晴　雲無

快晴　雲量＝0

快晴　雲：量＝0

晴（下）　雲量＝O・5

II．光度

観測者

（Ts）

（Ha）

211d

2
1

3rd

－
工

4th

2

4．5

1

5t，h

2

合　計

5
厚
∂

　III，七度

　　　Rapid＝4　Moderate＝6

　1V．色は白色である．

　V，輻射四二は一一を参照されナこい．

　B，スケレルプ彗星に俘ふ三角座β流星群

　この流星群の観測については本流星課’に於て早くから計書を立て，各地

方の槻測者に観測を依頼して置いナこ．しかるに報告された結果によれば本

天は月無く観測が好都合なりしにも拘はらす，ほミん＄出現を見られなか

った．（Ta），（Sa），（Ts），（Ko），の観測中にβ附近より放射するものは殆

んε見馴らなかつナニ．しかるに只一入大分市の原田氏は7日の観測に於て

僅かに3個だけこの附近からS放射するものを認めてみる．経路は短少．

光度は四，五等の微光のもの，速度は稻速なる灘は昨年の中村氏観測εよ
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く符合してみる・輻射鮎を3個の経路より近似的に求めるε・R・A－32・．5

Decl．・＝十38。εなる．兎も：角この流星群の出現の寡少であった事は雫はれ

ない事實である・

　C，武重氏観測のペルセウスβ流星群

　7口及び9日の二朝に亙って武重氏はペルセウス座β（アルゴール）附近

に輻射黙を有する一流星群を観測された．甚だ微光の流星群で．すべて四

等以下である．色は白色，速度は野冊若しくは速．性質は上記の三角座β

群に類似してみる爲，叉・出現の時期が一致してみる爲スクレルプ彗星に

俘ふものではないかミ思はれたが・計算したる軌道要素に可成甚だしい相

蓮がある爲，筆者は別の流星群ε考へたい・参考の爲軌道要素を併記しや

う．

天艦の種類

P－Perseid

1927K彗星

Apex

347．Oo

輻射黙

R，A．

42．05

330

Decl．

十420

十39e

Q
．

770　9．5，

770　13，

to

650　8，

4TO　ll，

480　23t

850　6，

q

O．2942

0．1763

　D．8日一10日　出現の牧夫座流星群

　長野市の武重氏は8日夜牛前2時間の観測により17個の流星を観測され

下中十一個は・c・＝214．5．δ・・＝十32．05（牧夫座）に五個はct＝247：δ＝十16．So

（ヘルクレス座Y附近）に輻射黒占を有するこεを報告されナこ．猴同氏の報

告によれば一時間に20個以上の前者に属する流星が出現されたる由．ざに

角，甚だ豊富な流星群である，この流星群は90小林氏．10日に武重氏に

より各一個を観測されてるる．筆者は昨年6月7日にこの黒占に輻射黒占を有す

る流星群を観測したが，軌道はウィンネケ彗星のそれに類似してゐfこ．恐

らく本年度出現のものもウdンネケ彗星に關聯する流星群ではないかE思

はれる．速度は緩徐．色は白色又は黄白色，光度は2，3等のもの多く可成

り三光である．

　E　下旬のウィンネケi彗星に伸ふ流星群

　二三の観測者に依って観測を企てられたが記録されたものは甚だ少撒の
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もので特筆すべき事はない．

　F．其他の流星群

　下旬には蛇潰座’q流星群が藪個観測されナこ．其他については輻射黙の欄

を御覧願ひナこい．

　3．　観測より誘導しナこる輻射’鮎

　　　　観測　時間口　付
　　　　　　（工C．T．）

輻射黒占

R．A．　1　Decl．
個数　槻測者 備 考

5 1h　45m　一　3h　45tn　1　347　1十33 6　：　（Ts）

〃 〃　　　→　　　〃 6 十42 5 （〃） v－Andromedid．

7 2　　0　→3　30 42 十41．5 6 （〃） β一Perseid．

〃 2　45　→3　55 32．5 十38 3 （Ha） β一Triangulid．

〃 2　45　→3　55 1

8 1　30　→3　35 9 十41 2　5 （〃） v－Andromedid．

9 1　40　→・3　55 2

8 20　20　→23　10 214．5 十32．5 11 （Ts） Boot｛d．

〃 〃　　　→　　　〃 247 十16．5 5 （ク） Y－Herculid。

9 2h　18m 4 十29 1 （Ta） 停正流星

〃 2　　0　→3　30 43 十42 6 （Ts） β一Pers6id・

10 3　　5　→3　45 341 十16 4 （Ko） ぼ一Pegasid．（不良）

16 20　30　→21　0 217 十26．5 9 （Ts） ∈＿Bootid．

17 1　25　→3　40 316 十5 6 （Ko） ㏄一Equid．

〃 〃　　→　　〃 348．5 十22 5 （〃） Pegasid．

〃 2　　0　→3　30 34 十46 6 （Ts） γ一Andromedid，

27 盆1　20　→23　20 236 十34．5 ．4 （Ta） γ一Corolla　BOrealid．

脚



33

攣光星観灘報告　（8）

攣光星課幹事　小　山　秋　雄

観測者

今津　績　1・　lmazu（1）

鐘井壽彦　J・K：amei（Km）

器 械

双眼鏡（4×）｛25粍屈折（40×）
双眼鏡（3・5×）

一

月　日　畦刻 光度 備考魏測者

　
月
　
日
　
畔
刻
… 光度 備考齪測者

一ぎょしや （AUL） の　ε045445 6　　1　24 6．0 1

2　　23 6．1 〃
1929

3　　22 6．1 〃

7　19　　3
1・・ 「窪少し明ろ・ 7　22 6．1 〃

9　　22 6．0 〃

カシオペア （Cas．） の　ρ254956 25　　21 5．8 〃

工929 26　　21 5．8 〃

7　12　22 6」 〃

6　　4　　2 5．0 工（m

7　19　　3 5．0 1
ヒドラ　（Hya） の L　105215　6…皿國

かんむり （C。⇒ の　R　154428 1929

5　26　23 6．0 1 6　　2　　21 5．7

不正確の　K：m氣味

29　　22 5．8 〃

7　21 5．7 〃　　　　　　〃

議5

勒
b20

f」0

　55305ひ IO　90　S／g一＄a　So
　　　　xp．　一〉

7《づ　5め　■ン0　30　　5り0



34 攣光星槻測報告　（小由秋雄）

書よしやのVの観測

242
5532

　60
　71
5e18

　56
　96
5700

　04
　06
　31

1緒．

1

11

15
17
14
14
8
9．5

7

6

　　5i
l
lgN．5’S

T6

　　　　VAur．1928年10月13日より1929年4月29日迄

の十個の観測より極小時∫．D．5613（9129年1月1巳でそ

の光度12．0ミ定めた．ラキニの観測より婁畑極小時か

早い．ルデンドルフの光度曲線の分類によるミ此の星は

腕に属する．郎ち光度曲線は略封構で極小は極大xE同

程度に尖ってみるのである．此の圖よりも上昇が下環よ

り速でないらしい事はうなづける．

　　　　ぶ∫

　　　　　S7506汐　70’80　3080P／o
　　　　　　　　　　　　　、ズρ，→

はくてうのzの襯測　今津績　xCyg．（4×）にて1929年5月26日より

　　　　　　　　　　　　7月19日迄の左表の観測より極大」．D．5777

　　　　　　　　　　　　（6月14口）5．0等級ε定めた．

　　　　　　　　　　　　　天文年鑑の豫報より後るX事11日．

　　　　　　　　　　　　　本年はミラは都合が最も悪いが，此の星は

　　　　　　　　　　　　観測し易い夏の室に最高輝に蓬する．

｝蓋 ∫．D 光度 備　考

一242
5758．1 5．49

65．1 5．12

65．2 5．10

66．2 5．09 薄雲？
70．1 5．03

1
71．1 5．04

72．1 5．04 1
73．1 5．03

79．1 5．09

792 5．05 薄雲？
88．0 5．08

89．0 5．09 雲ア
5803．2 6．09

05．0 6」0
07．G 6ユG

11β 6．15 空少し明るい
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　　　　　　攣光星課より

　AG　AurigaeイタリーのBemporad

か晶晶乾板より襲見し1927年2月1日よ

り現在有藪の憂光星眼覗観測者のG．B．

Lacchiniが藪十日観測し略百日差週期を

有してみる事を確めた，それで34．1927

AUr．なる假の名が與へられてるたが同

年11月9日獲行の攣光星命名虚心24號で

AG　Aur．ε命名された．その後三，四人

の眼病観測や光度計観測が時々行はれk

が，今迄最もよく綾いてるるのはうキニ

のものである．別圏はその全光度曲線で

あって1928年の8月よりの小山の光度曲

線ε明瞭な系続的差異が認められるが，

これは比較星の光度の探り方によるの

か，又は詠人の眼の色に封ずる感じの差

によるのだらう，

　最近ラキニはBZ16，（1929）上に1927

年2月1日より1929年4月16日1迄99個の

自分の観測より普通のミラ型S考へるよ

りはRV　Tauri型ミした方がよいミ述べ

てみる．愈々以って興味が湧いて來た課

である．

　観測用星圖も掲げておいた．週期の

934ロは卒均の値にすぎないのであって

その不同は光度曲線を見れば直ぐ解る．

分光型はMoであるがあまり観測しや

すくなく不揃である．併し慣れば目立つ
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　V　Aurigae
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　比　　較

監1：81

d　9．40
窒、8：ll

藍｝8：器

k　ll．14
1　11．35

星

m　ll．64
n　11．76
0　12．24
p　12．40
q　12．51
r　12．62
s　12．68
t　12．82
（H．A　57）

　上の星の近くにあるのでついでに圖を入れた．

比較星の光度は別表の通り．分光型がN3であ

るのが珍しい，併し光が淡いから色は眼に付か

ぬ，

天　文　同　好　會

例　　會　　記　　事

　九月例會　豫告の通り去る九月二十二日夕七時から催された，近頃の例

會には多く甲子會館を利用したが，近頃天家學教室南館階上の講義室第33

號に適當な設備が出來たので，試に此塵に開いた．

　會する者約五十名で，山本先生の「偉血胸／ダンスの話」を承つナこ．

　今年はハaダンスの誕生三百年に當って和蘭では色々な紀念の催ある時

我々もかの偉入に就いて聞くのは大いに有意義であった．（講演要旨は別頁

記載）『三百年前の幼稚な科學を今日顧るのは，功利的な考からは一向無

意味の様にも思へるが，科學の歴史を知り，それ等の人々の言行から重大

な暗示を得るミ言ふ黙から甚だ重要である』ε言ふ前置の下に，偉人ノ、／

ダンスの生立ち，官業，望遠鏡の改良，土星の環に關する獲見，時計の研究，

測微器の製作，パリー在職中の事績等を詳しく蓮べられ，彼が第一流の科

塾者なりし事を結論せられた．

　終って，有志者で茶話會を掃いナこ．大阪其他から色々問題を持って來ら

れた方があり，暫くそれ等について語り，九時牛散心した．


